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平成 29 年度から十和田市の手作り石鹸メーカーである合同会社ゆきの木と優れた手作り石鹸の商品

化を目指し、共同で商品開発を行っている。その成果として平成 29年 12月に「雪の泡せっけん」とい

う商品を発売している。平成 30 年度は、プロテオグリカンをはじめとした添加剤（酒粕エキス、リン

ゴ果実エキス、リンゴ心皮、海藻エキス、セラミド）配合石鹸の起泡力・泡保持力、破断強度、溶解性、

安定性の各試験を行い、各基本特性に与える添加剤の効果を把握した。リンゴ心皮、プロテオグリカン、

海藻エキス、セラミドを配合した石鹸は起泡力・泡保持力が有意に高いことが分かった。破断強度はリ

ンゴ心皮及び海藻エキス配合の石鹸で、無添加対照と比較して若干高い値を示し良好だった。水分量が

高い石鹸は破断強度が低い傾向があることが分かり、破断強度は添加剤の保水力と関係があることが示

唆された。リンゴ果実エキス及び海藻エキスの配合は手作り石鹸の欠点とされる溶解のしやすさを有意

に改善するという結果が得られた。安定性評価の結果、全ての石鹸が 1 年～1 年半の使用期限内で市販

可能であることが分かった。 
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 図 添加剤配合石鹸の起泡力及び泡保持力 



１．目的・背景 

 平成 29 年度から十和田市の手作り石鹸メーカーである合同会社ゆきの木と優れた手作り石鹸の商品

化を目指し、共同で商品開発を行っている。その成果として平成 29年 12月に「雪の泡せっけん」とい

う商品を発売している。平成 30 年度には、プロテオグリカンなどの添加剤を配合した石鹸の起泡力・

泡保持力・破断強度・溶解性などの基本特性や安定性を調べ、添加剤がそれらに与える効果を把握した。 

 

２．実施内容 

２．１  石鹸の試作 

手作り石鹸は「冷製法」にて作製した。冷製法とは、原料油脂にアルカリを混ぜて型に流し込み、型

出し後、3ヶ月間室温で乾燥させながら「けん化反応」を徐々に進行させる製法である。（合）ゆきの木

の基本の石鹸処方を無添加対照とし、添加剤配合石鹸は、酒粕エキス、リンゴ果実エキス、リンゴ心皮、

プロテオグリカン、海藻エキス、セラミドを添加した処方で試作した。（合）ゆきの木の基本の石鹸処

方、添加剤の商品名と配合濃度は企業秘密のため割愛する。 

 

２．２  基本特性の評価 

２．２．１ 起泡力・泡保持力試験 

300mlトールビーカーに石鹸 0.4g及び蒸留水 200gを入

れて均一に溶解し、恒温槽で 40℃±1℃に加温した。ホモ

ミキサー（PRIMIX社製 MARKⅡ2.5型）を用いて、3,000rpm

で 30秒間撹拌し、2分後及び 20分後の泡の高さを計測し

て、泡体積を算出し、それぞれ起泡力、泡保持力とした

（図 1）。6反復し、その平均値を測定値とした。 

 

２．２．２ 破断強度試験 

 試作石鹸で縦 1.5cm×横 1.5cm×厚さ 1cm 角のテストピースを作成し、測定直前まで恒温槽で 25℃±

1℃または 40℃±1℃に保った。破断強度の測定はクリープメーター（株式会社山電製、RHEONERⅡ）を

使用し、直径 8mmのプランジャーを装着して使用し、測定速度 1mm/秒で 6反復し、その平均値を測定値

とした。 

 

２．２．３ 溶解性試験 

 200mlビーカーに蒸留水 150g を入れヒートスターラーで 40℃±1℃に加温し、約 1cm角に切った石鹸

のテストピースを入れて 200rpm で 8 分間撹拌した。試験前後のテストピースの乾燥重量を測定し、以

下の式より溶解率を算出した。8反復し、その平均値を測定値とした。 

溶解率（％）= { 1－（試験後の重量）/（試験前の重量）}×100 

 

  

図 1 起泡力・泡保持力試験 



２．３ 安定性試験 

 安定性試験は、安定性試験ガイドライン（平成 15 年 6 月、医薬審発第 0603001 号）に従い、温度 40

±1℃、湿度 75±5%RHで加速試験を行った。石鹸をポリエチレンのサンプル袋（日本技研工業株式会社

製「チャック付ポリ袋」）に入れて安定性試験器（エスペック株式会社製 CRH-212）に静置した。石鹸の

使用期限 1年半に相当する 3 か月経過後、色・匂いの変化を調べた。 

 

２．４ 水分量の測定 

 細断した石鹸約 5gの水分量を MOISTURE ANALYZER（A&D社製、ML-50）にて測定した。 

 

３．結果及び考察 

３．１ 石鹸の試作 

弘工研にて冷製法で石鹸を試作した。試作後 3か月間、実験室内で風乾し（図 2）、各試験に使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 弘工研にて試作した石鹸 



３．２ 基本特性の評価 

３．２．１ 起泡力・泡保持力試験 

起泡力・泡保持力試験の結果を図 3に示した。リンゴ心皮、プロテオグリカン、海藻エキス、セラミ

ドを配合した石鹸は起泡力・泡保持力が有意に高いことが分かった。 

 

 

起泡力・泡保持力が高くなる原因として泡膜が強固になる、もしくは泡膜が厚くなることが報告され

ている 1)。プロテオグリカンは両親媒性物質であるため、石鹸成分が形成している泡膜を補強し、海藻

エキスは粘性物質であるため、泡の排液速度を低下させ、泡膜が厚くなったと考えられた。セラミドは

プレミックス原料であり、界面活性剤が配合されているため泡立ちが良くなったと思われた。一方で、

リンゴ果実エキスは高濃度で配合したため、石鹸成分の濃度が低下し、泡立ちが悪くなったと思われた。 
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図 3 添加剤配合石鹸の起泡力及び泡保持力 



３．２．２ 破断強度試験 

破断強度の試験結果を図 4 に示す。図 4よりセラミド、酒粕エキス、リンゴ果実エキスを配合した石

鹸は 25℃（室温環境）、40℃（浴室環境）の両温度で無添加対照と比較して破断強度が有意に低くなる

ことが分かった。また、プロテオグリカン配合では 40℃で有意に破断強度が低くなった。リンゴ心皮及

び海藻エキス配合の石鹸は破断強度が無添加対照と比較して低下せずに良好な結果を示した。石鹸の強

度は、石鹸の水分量に関係していると考えられた。石鹸の水分量を参考データとして図 5に示した。水

分量が高い石鹸は破断強度が低い傾向があった。石鹸強度は添加剤の保水力と関係があることが示唆さ

れた。 

 

  

図 4 添加剤配合石鹸の破断強度 

図 5 添加剤配合石鹸の水分量（測定回数 2回） 

n=6 



３．２．３ 溶解性試験 

 溶解性試験の結果を図 6に示した。手作り石鹸は工業的に中和法で製造される石鹸と比較して、浴室

の湿気で溶けやすいのが欠点とされている。リンゴ果実エキス及び海藻エキスは、無添加対照と比較し

て、有意に溶解率が低かった。これらの添加剤を配合することにより、浴室で溶けやすい欠点を改善で

きると考えられた。 

 

 

 

 

  

 図 6 添加剤配合石鹸の溶解率 

n=8 



３．３ 安定性試験 

 添加剤を配合した石鹸の加速試験を行った結果を図 7に示した。元来、天然成分が多く配合されてい

る手作り石鹸の場合、経時的に若干の色や臭いの変化を生じることは避けられない。そのため、通常手

作り石鹸の使用期限は 1 年～1 年半と設定されており、クリームや化粧水などの化粧品が 3 年であるの

に対して短く設定されている。今回試作した全ての石鹸で原料油脂の酸化と思われる色や臭いの変化は

若干あった。しかし、（合）ゆきの木の経験に基づき判定したところ消費期限 1年～1年半で市販可能な

範囲であることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 プロテオグリカンをはじめとした添加剤（酒粕エキス、リンゴ果実エキス、リンゴ心皮、海藻エキス、

セラミド）配合石鹸の起泡力・泡保持力、破断強度、溶解性、安定性の各試験を行い、各基本特性に与

える添加剤の効果を把握することができた。この結果を、今後の石鹸の商品開発に活かしていく。 
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図 7  添加剤配合石鹸の加速試験後の外観 

左；室温保管、中央及び右；加速試験後 
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